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『運動と喘息』 
 
運動すると喘息が起こる場合、これを運動誘発性喘息といいます。アレルギー

性の喘息であろうと内因性の喘息であろうと、アスピリン喘息、感染型の喘息、

アルコール性の喘息であろうと、運動すると明らかに喘息発作が起こってくる一

群の人がいます。 
喘息発作がコントロールされていなかったり、肺気腫を合併しているために運

動すると息苦しくなるという場合は、運動で負荷がかかり、息苦しくなっただけ

ですから、運動誘発性の喘息とはいいません。「運動負荷でより苦しくなった」

と表現し、区別します。 
 
 
Ⅰ．どうして運動すると一群の人に喘息発作が起こるのか。その理由は次のよう

に考えられています。 
 
① 急に運動することにより、喉や気管支を通過する空気の量が増える。 
② 喉や気管支の細胞が冷えてくる（他の身体の細胞は血流が増えて熱くなる

のと反比例する）し、水分の蒸発や消失が激しくなり、滲透圧に変化が起

こってくる。 
③ 細胞内のカルシウムイオンの移動に変調が起こり、気道収縮反応が起こり、

喘息発作となる。 
 
運動を中止すれば、徐々に戻りますから、元どおりになります。 

 
 
Ⅱ．どんな注意が必要か。 
 
① 急激な連続的な運動で起きやすい。マラソンやバスケット、サッカーなど。

水泳やスキーなど、インターバルの取れる運動は起きにくい。インターバ

ルを取るようにする。 
② インタールを運動前に吸入しておくと予防効果がある。 
③ ステロイド吸入やセレベントの吸入、喘息薬での十分なコントロールをし

ておけば防ぐことができる。 

 



Ⅲ．部活の例をホームページの掲示板からとって紹介します。 
 
ああああああああ 投稿者：○○○ 投稿日：2005/09/28(Wed) 22:15 No.8394        
喘息で、部活ができない  

-------------------------------------------------------------------------------- 
返信書き込み：oh_tototo ： 2005/09/29(Thu) 08:45 No.8401     

○○○さんおはようございます。 
私自身喘息で、息子（現在中３）も小児喘息継続中です。 
小学校からの小児喘息で、夜中に点滴・吸入に病院へよく走りました。 
ただ、昼間は大丈夫だったものですから、小学校の４年生からミニバスケットを始

め、楽しくやっていたようです。ですが、５年生前後から、ミニバス中も発作が出

始め、バスケの練習も危うくなりました。 
親父が喘息患者会の雑用係りだったので、何かの行事に清水先生に相談したところ、

先生は通常小児の主治医にはなられないのですが、こころよく、『私が診ますから連

れてきなさい』ということで、それ以来、清水先生のお世話になってます。 
 
結論を言いますと、運動誘発性発作だったわけです。 
運動によって発作がおこるわけですから、メプチンエアーを吸うと余計に動悸がは

げしくなり、苦しくなるわけで、無知とは恐ろしいものです。この場合、インター

ルがとても有効でした。 
清水先生に診ていただくようになってから、薬は服用しておりますが、コントロー

ルは万全です。中学校でもバスケットを続け、コートの端から端に全力で移動する

必要のある、ポジション的に厳しいセンターを４ピリオド全試合フル出場できるま

でになりました。 
ちゃんとした、治療と努力をすれば、部活も全開で出来るようになりますし、レギ

ュラーポジションも得られます。まず、自ら努力をして下さい。 
他力本願じゃなくて！ 
 
 
Ⅳ．オリンピックで金メダルを獲った清水宏保選手 
 
 関東地方でテレビコマーシャルが流れています。スピードスケートでロケット

スタートで有名になった清水選手も喘息でした。それを克服して金メダルを獲

ったのです。やればできるということで大きな反響が起こっています。 
 「またも薬屋の宣伝だ」と眉を先入観でひそめるだけでなく、よいものからは

よいものを素直に得て感謝できるようになりましょう。 
 私たちのＨＰのリンク「出版社等」にあるグラクソ（ｇｓｋ）から辿り着くこ

とができます。その影響と喘息発作多発のため、私たちのＨＰへのアクセス数

が１日２０００にもハネ上がりました。 
  
◇ Ⅲ・Ⅳの例から克服できるという確信を持って下さい。次のページにグラク

ソ・スミスクライン社の了承を得てそのＨＰの紹介をします。 



グラクソ・スミスクライン社ＨＰ  

http://zensoku.jp/shimizu/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページでは、清水選手の喘息についてのインタビュー映像など

見ることもできます。是非一度アクセスしてみて下さい！ 


